
第１問 自然環境と自然災害に関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 自然環境に関する様々な現象の理解には，それぞれの時間スケールと空間ス

ケールの認識が必要になる。次の図１は，気候や気象に関するいくつかの現象

についておおよその時間スケールと空間スケールを模式的に示したものであ

り，�～�は，エルニーニョ・ラニーニャ現象，地球温暖化，低気圧・台風，

モンスーンのいずれかである。モンスーンを示したものとして最も適当なもの

を，図１中の�～�のうちから一つ選べ。 １
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日本気象学会編『新教養の気象学』などにより作成。
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問 ２ サンゴ礁やマングローブの分布は，海水温，海水の塩分，海水の濁度などの

影響を受ける。次の図２中のアとイは，南北アメリカにおけるサンゴ礁とマン

グローブのいずれかの分布を示したものである。また，後の図３は，主な海流

を示したものである。マングローブと海流の向きとの正しい組合せを，後の

�～�のうちから一つ選べ。 ２

UN Environment Programme World Conservation Monitoring Centreの資料な
どにより作成。
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問 ３ 次の図４は，東京といくつかの都市における月別・時間別の気温分布を等値

線で示したものであり，カ～クは，オーストラリアのパース，ロシアのヤクー

ツク，ボリビアのラパスのいずれかである。都市名とカ～クとの正しい組合せ

を，後の�～�のうちから一つ選べ。 ３
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気温の単位は℃。等値線の間隔は２．５℃。時間はすべて現地時間。

統計年次は２０２０年。NOAAの資料により作成。
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問 ４ 次の図５中の�～�は，自然災害の影響を受ける大西洋周辺のいくつかの地

域を示したものである。また，後の文ＪとＫは，いくつかの地域で発生する自

然災害について述べたものである。これらのうち，ＪとＫの両方が当てはまる

地域と，Ｊのみが当てはまる地域を，図５中の�～�のうちから一つずつ選

べ。

ＪとＫの両方 ４ ・Ｊのみ ５

図 ５

Ｊ 火山が分布し，噴火に伴う噴出物や火砕流などによる災害が発生する。

Ｋ 熱帯低気圧が頻繁に襲来し，強風や大雨，高潮などによる災害が発生す

る。
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問 ５ 次の図６中のタ～ツは，図７中のＰ～Ｒのいずれかの範囲において発生した

地震＊の震源について，東西方向の位置と深度を示したものである。タ～ツと

Ｐ～Ｒとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ６
＊２０１２～２０２０年に発生したマグニチュード�以上の地震。
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USGSの資料により作成。
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問 ６ 次の図８は，日本の都市内を流れる小規模な河川について，短時間の豪雨の

降水量と河川の水位の変化を模式的に示したものであり，凡例ＸとＹは，都市

化の前と後のいずれかである。また，後の文章は，図８に関することがらにつ

いて述べたものである。空欄マに当てはまる語句と，空欄ミに当てはまる文と

の組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ７
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図 ８

雨の降り方が同じであっても，都市化の前と後では河川の水位の変化が異な

り，都市化によって（ マ ）のように変化する。これは，（ ミ ）ことが主な

要因である。

（ ミ ）に当てはまる文

ｍ 河道が改修され，遊水地や放水路が造られた

ｎ 森林や田畑が減少し，地表面が舗装された
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